
松
ぼ
っ
く
り
工
作

市
民
の
み
な
さ
ん
に
「
松
ボ
ッ
ク
リ
を
利

今
回
、
人
気
の
あ
っ
た
松
ぼ
っ
く
り
は
、

家
族
連
れ
に
大
人
気
！

用
し
た
ミ
ニ
ツ
リ
ー
づ
く
り
」
を
提
供
し

１
番
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ト
ウ
ヒ
」
、
２
番
「
ス

ま
し
た
。

ト
ロ
ー
ブ
マ
ツ
」
、
３
番
「
カ
ラ
マ
ツ
」
で
、

月

日
、

日
の
両
日
、
イ
オ
ン

こ
れ
は
、
松
ぼ
っ
く
り
を
小
さ
な
木
に

大
き
め
の
松
ぼ
っ
く
り
に
人
気
が
集
中
し

11

12

13

モ
ー
ル
釧
路
昭
和

サ
ン
コ
ー
ト
広
場
で
、

み
た
て
、
細
め
の
木
を
輪
切
り
に
し
た
コ

た
よ
う
で
す
。

２
０
１
６
「
木
育
・
森
づ
く
り
フ
ェ
ア
」

ー
ス
タ
ー
状
の
台
座
に
接
着
し
て
固
定
す

な
お
、
会
場
に
は
、
木
の
マ
グ
ネ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

る
も
の
で
す
。

づ
く
り
、
木
の
葉
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
づ

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
木
と
ふ
れ
あ
う
機

く
り
な
ど
楽
し
い
木
工
作
体
験
の
他
、
木

会
を
提
供
し
、
木
の
良
さ
、
森
づ
く
り
の

の
玉
プ
ー
ル
、
木
の
積
み
木
、
木
の
ボ
ー

重
要
性
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

ル
で
行
う
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
木
製
遊
具

釧
路
町
村
会
地
域
づ
く
り
広
域
プ
ロ
ジ
ェ

が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

ク
ト
環
境
保
全
型
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
お
り
、
大
人
気
で

ト
チ
ー
ム
な
ど
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

し
た
。

で
今
年
で
６
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
来
場
者
数
が
昨
年
よ
り
多
か
っ

林
野
庁

北
海
道
森
林
管
理
局
か
ら
は
、

た
よ
う
で
、
多
く
の
方
に
、
木
の
良
さ
、

根
釧
西
部
森
林
管
理
署
と
釧
路
湿
原
森
林

森
づ
く
り
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
え

ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
が
「
木
と
の
ふ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
」
に
参
加
、
来
場
し
た

主
役
の
松
ぼ
っ
く
り
は
、
カ
ラ
マ
ツ
、

ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
カ
マ
ツ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ト
ウ
ヒ
、
ス
ト
ロ
ー
ブ
マ
ツ
、

チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
の
６
種
類
。

聞
き
な
れ
な
い
名
前
も
あ
り
ま
す
が
、

釧
路
周
辺
の
国
有
林
で
、
当
セ
ン
タ
ー
が

採
取
し
た
も
の
で
、
小
さ
い
の
、
大
き
い

の
、
超
大
き
い
の
、
丸
い
の
、
太
い
の
、

細
長
い
の
、
リ
ス
に
か
じ
ら
れ
た
も
の
と
、

様
々
な
形
の
も
の
を
用
意
し
ま
し
た
。

さ
て
、
人
気
は
い
か
ほ
ど
に
？

開
始
時
間
と
な
り
、
女
の
子
が
１
人
工

作
を
始
め
る
と
、
少
し
ず
つ
人
が
集
ま
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
満
席
に
な
り
ま
し
た
。

家
族
連
れ
の
方
が
多
く
、
な
か
に
は
お

子
さ
ん
よ
り
、
熱
の
入
っ
た
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

「開始直後のようす。すぐ満席になりました。」

「松ぼっくりを手に取り品定め」

ストローブマツとカラマツの
松ぼっくりを使った作品

発行日
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日
本
一
の
幹
線
鉄
道
の
電
化
が
完
成
。

ʵ
ʊ
ᷝ

भ
ʭ
ʟ
ᷞ

一
般
的
な
タ
バ
コ
が

円
の
時
代
で
す
。

60

40

機
械
力
が
乏
し
く
、
作
業
に
よ
っ
て
は
、

今
か
ら

年
前
の
昭
和

年
、
標
茶
町

人
力
や
馬
力
が
主
役
だ
っ
た
の
が
想
像
で

60

31

と
厚
岸
町
に
ま
た
が
る
広
大
な
荒
野
に
、

き
ま
す
。

大
森
林
を
造
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト

そ
ん
な
時
代
に
、
人
を
寄
せ
付
け
な
い

造
成
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。

湿
地
に
道
路
を
開
設
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

昭
和

年
と
は
、
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た

ま
っ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
。

31

の
か
？

調
べ
て
み
る
と
。

当
時
、
作
業
に
あ
た
っ
た
人
達
は
、
ど

れ
だ
け
苦
労
し
た
も
の
か
。

・
東
海
道
本
線
の
全
線
電
化
が
完
成
。
ダ

森
林
を
造
る
と
い
う
こ
と
は
、
苗
木
を

イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ
、
東
京
～
大
阪
の
所

植
え
れ
ば
終
わ
り
で
は
な
く
、
下
刈
等
の

要
時
間
が
８
時
間
か
ら
７
時
間

分
に
。

保
育
作
業
、
気
象
害
や
病
害
虫
対
策
、
野

30

東
京
～
博
多
に
特
急
「
あ
さ
か
ぜ
」
登
場
。

ネ
ズ
ミ
・
野
ウ
サ
ギ
等
の
食
害
対
策
、
山

当
時
の
特
急
は
本
当
の
特
別
急
行
列
車

火
事
の
予
消
防
な
ど
様
々
な
作
業
が
延
々

で
、
特
急
券
の
値
が
あ
り
ま
し
た
。

と
続
き
ま
す
。

ち
な
み
に
、
列
車
は
電
車
で
は
な
く
、

こ
の
作
業
を
１
つ
で
も
怠
れ
ば
、
木
は

今
後
の
予
定

電
気
機
関
車
・
蒸
気
機
関
車
が
け
ん
引
す

育
た
ず
、
森
林
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

る
客
車
で
す
。
そ
の
特
急
も
「
つ
ば
め
」

こ
れ
ら
の
作
業
を
地
道
に
続
け
、
荒
野

＊

月
２
日
（
金
）

12

「
は
と
」（
東
京
～
大
阪
）、「
か
も
め
」（
京

に
約
１
万

の
森
林
を
造
る
偉
業
を
成
し

再
生
普
及
推
進
の
た
め
の
連
携
チ
ー

ha

都
～
博
多
）、
「
あ
さ
か
ぜ
」
の
全
国
で
４

遂
げ
、
森
林
が
周
辺
や
下
流
域
の
環
境
に
、

ム
会
合

列
車
だ
け
。

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
た

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
は
造
成

年
目

＊

月
３
日
（
土
）

60

12

・
黄
色
（
オ
レ
ン
ジ
？
）
の
パ
ケ
ー
ジ
が

を
迎
え
ま
し
た
。

白
糠
町
白
洋
大
学
・
白
糠
町
ふ
る
さ

懐
か
し
い
タ
バ
コ
「
い
こ
い
」
が
販
売
開

年
の
歳
月
は
長
く
、
東
海
道
線
に
「
つ

と
未
来
塾
交
流
事
業

60

始
。
価
格
は

円
。
（
今
日
も
元
気
だ
・

ば
め
」
「
は
と
」
等
の
姿
は
無
く
、
人
気

40

・
・
が
う
ま
い
！

の
ポ
ス
タ
ー
の
た
ば

の
あ
っ
た
「
い
こ
い
」
も
生
産
終
了
。「
星

＊

月

日
（
水
）

12

14

こ
）

園
高
校
」
も
他
校
と
統
合
さ
れ
廃
校
と
な

釧
路
湿
原
エ
ゾ
シ
カ
対
策
検
討
会
議

り
ま
し
た
。

・
原
田
康
子
さ
ん
の
「
挽
歌
」
が
出
版
さ

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
も
還
暦
で
定

＊

月

日
（
金
）

12

16

れ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
。
（
翌
年
映
画

年
退
職
で
し
ょ
う
か
。

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会

化
）

森
林
に
定
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

第

回

再
生
普
及
小
委
員

16

ら
も
適
切
な
管
理
を
行
い
、
森
林
の
持
つ

・
北
海
道
釧
路
家
政
高
等
学
校
が
、
北
海

様
々
な
有
益
な
機
能
を
継
続
さ
せ
る
た

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供

道
釧
路
星
園
高
等
学
校
に
校
名
変
更
。（
当

め
、
間
伐
の
実
施
や
木
を
切
っ
た
箇
所
に

を
行
っ
て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

時
は
釧
路
市
住
吉
町
に
あ
り
ま
し
た
）

は
新
た
に
苗
木
を
植
え
、
天
壌
無
窮
の
森

ジ
を
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

な
ど
な
ど
。

林
と
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ご
覧
下
さ
い
。
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